
展開方針 実施施策

93.9万ｔ
（35.2％）

• 太陽光発電の導入拡大
• ⼩⽔⼒発電の導入拡大
• バイオマスエネルギーの利活⽤の推進
• EVの導入拡大
• ⽔素エネルギーの利活⽤の推進

各方針ごとの
削減⾒込み量

• 多様なエネルギー関連技術・設備の普及展開
• 建築物におけるエネルギー利⽤の効率化の推進
• 公共施設におけるエネルギー利⽤の効率化の推進

• ⾃⽴分散型エネルギーシステムの利活⽤の推進
• エネルギービジネスを支えるグリーンファイナンスの推進
• 再生可能エネルギーの地産地消の推進
• 市内企業の技術・ノウハウのパッケージ展開

• 官⺠連携による事業の推進
• エネルギープロジェクト推進基盤の拡大
• エネルギープロジェクトを担う人材育成
• 県内におけるエネルギーの広域連携の検討
• 市⺠参加による循環型社会の形成
• 温室効果ガスの吸収源対策

103.5万ｔ
(38.8％）

35.2万ｔ
（13.2％）

34.0万ｔ
（12.8％）

【方針１】
再生可能エネルギーの
導入拡大・活⽤推進

【方針２】
省エネルギーの推進

【方針３】
エネルギービジネスの
活性化

【方針４】
ステークホルダーとの
協働による事業推進

266.6万ｔ

施策展開による
削減⾒込み量

施策展開による温室効果ガスの削減効果（2050年イメージ）

方針１

方針2

方針3

方針４

265.8万ｔ

2050年に実質ゼロを達成するために必要な温室効果ガスの削減量
※2050年の実質排出量（排出量-吸収量）。
※新たな対策が講じられないと仮定した場合の推計値。


